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■実施概要 

ラボツアー 
開催日時： 2019 年 10 月 24 日(木) 15:00～17:00 
開催場所： Chemisches und mikrobiologisches Institut UEG 
(Christian-Kremp-Str. 14,35578 Wetzlar, GERMANY) 

役員会 

開催日時： 2019 年 10 月 24 日(木) 09:00～12:30（1 日目） 

25 日(金)09:00～12:30（2 日目） 
開催場所： Intercontinental Frankfurt 会議室「Mosel room」（1 日目） 
                                                                         「Dresden room」（2 日目） 
(Wilhelm-Leuschner-Straße 43, 60329 Frankfurt, GERMANY) 

LABMEETING 2019 
開催日時： 2019 年 10 月 25 日(金) 14:00～17 :00 
開催場所： Intercontinental Frankfurt 会議室「Dresden room」 
(Wilhelm-Leuschner-Straße 43, 60329 Frankfurt, GERMANY) 
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出席者（敬称略）： 

UILI 役職 役員氏名 所属 国 
会長 ルーク・ショルティス VRS オランダ 

副会長 アルバロ・シルバ RELACRE ポルトガル 

財務担当 松村 徹(いであ㈱) JEMCA 日本 
会員 高橋 紀子(㈱高見沢分析化学研究所) JEMCA 日本 

会員 田畑滋(いであ㈱) JEMCA 日本 
EUROLAB 
代表役員 ホセ・ルイス・サンチェス EUROLAB 欧州 
ナイジェリア 
代表役員 フェミ・オイディラン(Skype) IPAN ナイジェリア 
コロンビア 
代表役員 ガブリエル・フォンセカ ASOCOLAB コロンビア 
インド 
代表役員 R・B・シンク AOIL インド 

会員 L・K・パネリ AOIL インド 

事務局 リクスト・ウェストラ VRS オランダ 
（協会略称アルファベッド順） 
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UILI Union Internationale des Laboratoires Indépendants 

AELI Asociación Española de Laboratorios Independientes (ｽﾍﾟｲﾝ) 

AOIL Association of Indian Laboratories (ｲﾝﾄﾞ) 

ASOCOLAB Asociación Colombiana de Laboratorios (ｺﾛﾝﾋﾞｱ) 

CALIBA Cámara Argentina de Laboratorios Independientes 
Bromatológicos, Ambientales y Afines (ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ) 

CCIL Canadian Council of Independent Laboratories (ｶﾅﾀﾞ) 

EUROLAB European Federation of National Associations of Measurement, 
Testing and Analytical Laboratories (欧州) 

IAAC InterAmerican Accreditation Cooperation (ｱﾒﾘｶ) 

ILAC International Laboratory Accreditation Cooperation  

IPAN Institute of Public Analysts of Nigeria (ﾅｲｼﾞｪﾘｱ) 

JEMCA Japan Environmental Measurement and Chemical Analysis (日本) 

RELACRE Associação de Laboratórios Acreditados de Portugal (ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ) 

SoTLAN Society of Testing Laboratory Analysts of Nigeria(ﾅｲｼﾞｪﾘｱ) 

VRS Vereniging van Raadgevend Scheikundige Laboratoria (ｵﾗﾝﾀﾞ) 

VUP e.V. VUP Deutscher Verband Unabhängiger Prüflaboratorien e.V.(ﾄﾞｲﾂ) 

（協会略称アルファベット順） 

< 関係協会組織名略一覧 >  
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■アジェンダ 

役員会アジェダ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 歓迎  
2 出席の確認 
3 アジェンダの承認 資料Ａ 
4 2019 年 7 月 17 日 Skype 開催の 2019 年第 1 回役員会議事録の承認 資料 B 

4.1 前回会議からの懸案事項（アジェンダ外） 
5 2020～2022 年戦略計画 資料 C 
6 定款 資料 D 
7 財務報告 資料 E・F 

7.1 未払い金 – 会費 
7.2 2019 年 9 月 30 日現在 損益計算書および貸借対照表。2020～2022 年

予算案  
8 試験所比較試験 

8.1 試験運営責任者（Program Manager） 
8.2 第 22 回 UILI ILP 資料 G 
8.3 2020～2022 年 ILP 試験計画 

9 ILAC 
9.1 ILAC ステークホルダー委員会 

10 地域認定協会： 
10.1 EA （欧州認定協力機構、Stakeholder Member） 
10.2 IAAC（米州認定機関協力機構、Stakeholder Member） 
10.3 APAC（アジア太平洋認定協力機構、Associate Member） 
10.4 AFRAC（アフリカ認定協力機構、Stakeholder Member） 
10.5 ARAC（アラブ認定協力機構） 

11 ISO 
11.1 ISO/CASCO 
11.2 ISO/REMCO 

12 会員増強 
12.1 CSIT Chinese Society for Inspecting and Testing（中国国家品質監督検

査検疫総局）、中国 
12.2 RELABSA、グアテマラ 
12.3 ASOSEC、コロンビア 
12.4 ABRAC、ブラジル 
12.5 VUP、ドイツ 

13 協会会員および非協会会員から活動報告 
13.1 AELI（スペイン独立試験所協会） 資料 H 
13.2 AOIL（インド試験所） 資料 I 
13.3 ASOCOLAB（コロンビア試験所協会） 資料 J 
13.4 CALIBA（アルゼンチン環境・食品分析独立試験所協会） 
13.5 CCIL（カナダ独立試験所協会） 
13.6 EUROLAB（欧州試験所協力機構） 資料 K 
13.7 JEMCA（日本環境測定分析協会） 資料 L 
13.8 RELACRE（ポルトガル認定試験所協会） 
13.9 IPAN/SOTLAN（ナイジェリア国家分析協会／ナイジェリア分析試験

所協会） 
13.10 VRS（オランダ、化学試験所諮問協会） 
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14 今後の会議予定 
14.1 2020 年第 1 回 2020 年 4 月 16 日(木)・17 日(金)オランダ・ロッテル

ダム。総会―VRS 設立 110 周年―LabMeeting 2020―オランダ基準を
設定 資料M 

14.2 2020 年第 2 回 2020 年 10 月 22 日(木)・23 日(金)カナダ・モントリ
オール 

14.3 2021 年第 1 回 Skype 
15 その他（会長承認） 
16 閉会 
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LABMEETING プログラム 資料 N 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

UILI Labmeeting 2019  
The role Independent Testing in Inspection and Certification 

検査および認証における独立系分析 
 
開会挨拶 
ルーク･ショルティス博士― UILI 会長,VRS 元会長,LabWing B.V.社 CEO(ｵﾗﾝﾀﾞ) 

P 資料 O 

 
■第 1 部 
「スペインにおける独立系分析」 資料 P 

ジョルディ・オリバー・ロデス氏（AELI 会長―スペイン） 
 
「リスクと機会への対応―分析と評価」 資料 Q 

D・S・テワリ氏（AOIL 会長―インド） 
 
「欧州における独立系分析」 資料 R 

UILI 副会長アルバロ・シルバ・リベイロ博士 （RELACRE 会長、EUROLAB 会

長―ポルトガル） 
 
■第２部 
「ドイツにおける独立系分析」 資料 S 

アントン・ブルー氏（VUP 常務理事―ドイツ) 
 
「2018 年中国計量証明ビジネスの集計」 資料 T 

UILI 財務担当松村徹（JEMCA 会長、いであ㈱常 務取締役―日本 
 
「検査および専門ビジネスの発展における試験所認定の認証機能における独立系

分析」 資料 U 

R・B・シンク氏（AOIL 事務局長―インド） 
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■議事録（報告） 

ラボツアー報告 

 
 10 月 24 日、Chemisches und mikrobiologisches Institut UEG GmbH 社を

視察した。 
 
＜会社基本情報＞ 
Chemisches und mikrobiologisches Institut UEG 社（以下、UEG 社）は、

1988 年、化学分析試験所として設立し、2008 年に MikroChem GmbH 社と

Microbiological Institute UEG GmbH 社を合併、微生物分析に事業を拡大した。

サンプリング（空気、水、土壌、廃棄物）から、分析（高度な専門技術者と

機器）、解析を行い、その分野は微生物分析/衛生、燃料・加熱燃料・堆肥・

下水汚泥粉塵・ガス・空気・土壌分析、建物・労働環境の分析、飲料水、す

すぎ・下水・浸透・地下水・廃水分析、製品・消費財・材料分析、食品・飼

料分析、プロセス分析、汚染環境・廃棄物の検査と評価、材料試験、ウッド

ベースの研究、損害評価/修復、モニタリング・地籍・土壌・地盤調査、建物

検査、委託研究と多岐にわたる。主に取扱うのは PCB、グリホサート、ダイ

オキシン様、AMPA、レジオネラ、大腸菌等。 
主な取引先は産業・商業企業、自治体および公的機関、エンジニアリング企

業、国家当局である。 
 
＜会社連絡先＞ 
Chemisches und mikrobiologisches Institut UEG GmbH 
住所：Christian-Kremp-Str. 14,35578 Wetzlar, GERMANY 
TEL: +49 (0) 6441 - 78 33 - 0 
TEL/FAX: +49 (0) 6441 - 78 33 - 78 
URL: http://www.ueg-gmbh.de 
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役員会 議事録 
 

2019 年第 2 回役員会 
2019 年 10 月 24 日㈭ 09:00 - 12:30（1 日目） 

 
1. 歓迎 

会長は開会し、出席者を歓迎した。 
 会長は、フォンセカ氏より、2019年10月15日付で件名が「2019

年フランクフルト役員会議アジェンダについて」の手紙と、2019
年10月17日付で件名が「臨時総会」の手紙を受け取ったことを報

告した。会長は、役員へ意見を求めた。手紙は、役員の行動が規

約に則っておらず臨時総会の開催を求める内容だった。 
 会長は、まずフォンセカ氏からの手紙について意見を交わし解決

することを提案した。 
 第27回総会がコロンビア・ボゴタで開催され、出席者は、第28回

総会をオランダ・ロッテルダムにてVRS110周年記念行事と同時

開催にて開催することに同意している。近く通常総会を開催する

予定でいるところ、臨時総会を開催する必要はない。当要求は、

臨時総会の開催を決定する要件に満たない。これまでの会議や会

員間コミュニケーションの中で、第28回総会の開催日時と場所は

明確に通知されていた。 
 フォンセカ氏は問題を引き起こす意図はなかったと謝罪した。 
 役員会は、臨時総会を開催しないこととした。次回総会は2020年

オランダにて開催する。 
 

2. 出席の確認 
 マナヘン・フェルナンデス博士とギブ・マケンティ氏、マリア

ン・アデコ氏より欠席のお詫びがあった。 
 ジョルディ・オリバー・ロデス氏からは、スペインでストライ

キが起きて空港に行けず、よって会議には参加できない旨会長

へ連絡があったとのこと。 
 残念ながら、デナリ博士、イスマチ博士、サンチョ氏

（CALIBA）と北半球非協会会員代表ヤン・ソレス氏からは欠

席の連絡がなかった。 
 アルフレド・モンテス・ニノ氏（Microbioticos社）より会長へ、

会議へ出席するとの連絡があった。会長から一同へ、モンテス・

ニノ博士からその後の情報を確認したところ、アンナ・マリア・

フォンセカ氏より、アルフレド・モンテス・ニノ博士は自身の経

営する試験所の対応のため会議を欠席し、彼女に代理を務めてほ

しい旨言付かったことを説明した。ブエノスアイレス会議にて承

認された最新の規約に則り、代理投票は認められていない。 
 アルバロ・シルバ氏は、役員会2日目はILAC会議へ出席するた

めUILI会議を欠席することを謝罪した。 
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3. アジェンダ承認 資料Ａ 
 フォンセカ氏は、規約についての話し合いを希望した。規約に

ついては議題6にて取り挙げる予定。 
 役員会出席者一同は、アジェンダ案を承認した。 

 
4. 2019年7月17日開催の2019年第1回Skype役員会議事録の確認と承

認 資料B 
議事録への意見は特になく、案通りで承認された。議案は提議、承認

された。 
 前回会議からの懸案事項（アジェンダ外） 

 事務局。シンガポール会議後、ラース・ファン・ホール氏と

ショルティス氏は財務管理に集中していたためコミュニケー

ションに行き届かないことがあった。会長は、コミュニケー

ション不足であったことを謝罪し、今後は第28回総会に焦点

を当てることを伝えた。リクスト・ウェストラ氏がコミュニ

ケーションを改善させることを期待している。 
 IPAN/SoTLAN, CALIBA, Asocolab および Microbioticos社は

未納の請求書を未だ支払っていない。支払い期日を2019年3
月31日とし、最終通告を送った。役員会による別段の決断が

ない限りは、2019年12月31日までに会員資格が消失する。 
 アデコ氏は、現在の財務状況下ではILP管理責任者を置くこ

とは適切ではないと感じているとのこと。リベイロ氏は、

本件については役員の合意があったことに触れ、その役割

を明確化することを求めた。会長は、役割についてはシン

ガポール会議にて配布済みである旨を確認した。アデコ氏

には活動計画を作成していただく。 
 

5. 2020～2022年戦略計画 資料C 
戦略計画が発表された。 
 会長は、大企業が競争力を強めていることを強調した。より規模

の小さな民間試験所は、多国籍試験所とは異なる戦略を立てなけ

ればならない。試験所が互いに協力し異なるアプローチを仕掛け

ない限り勝ち目はない。 
 2019年1月、会長はTIC Councilの設立を知り、事務局長ハン

ナ・ティアディ氏と面会した。大規模な多国籍の試験所およ

び認証機関の協同体に、UILIや民間試験所はその将来に危機

感を持つ。会長はその組織の一員となり協会の成長を見届け

る決意をした。 
 以上の会長からのプレゼンテーションに対し、リベイロ氏は、

UILIの活動目的が明確でないことを指摘した。 
 会長は、多国籍CAB（適合性評価機関）は独立機関とは限らず、

また、その分野全体を代表する存在ではなく、UILIは中小規模、

および大規模試験所、全てのプラットホームにならなければな
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らないと述べた。更には、現在の認定制度では、平等な競争が

行えないと加えた。会長は、UILIは全てのCABにとってのプラッ

トホームを促進すべきで、個々の市場のプラットホームに焦点

を当てる必要があると考える。UILIは信用ではなく、会員の能力

開発スキルや改革を促進すべきである。 
 リベイロ氏は、UILIの、相互承認制度を促進する能力に疑問を

感じていることを述べた。UILIは大規模試験所の戦略に影響を

及ぼすことはできない。UILIは地域協会ネットワークに身を置

いてこそ力を発揮する。これによりILACのようなグローバル組

織だけでなく、認定機関の地域組織への影響力が高まると述べ

た。 
 

何に参加するのか？ 
 フォーラムの一員となる。 
 他国での試験所訪問の機会。 
 LC（ILAC試験所委員会）への代表参加で、メンバーのサポート

（ロビー）だけでなく、UILIのサポートも行う。 
 ISOに係る情報や意見効果の機会。 
 UILIは中小規模試験所に情報提供する。 
 （標準や認定等に係る）意思決定への影響、およびUILI会員

国おける試験所意見の擁護（アドボカシー活動）。UILIは地

域組織の周辺に存在すべき。 
 

UILI が目指すものは？ 
 リベイロ氏によると、UILIは、その目的を掲げるには、試験所

の単純な需要に注目する必要がある：例えば（小さな）問題へ

のサポート。EUROLABは、この種のサポートにおいてUILIと
協働したい考えで、ただし、強力な事務局が必要と述べた。 

 UILIの重点分野は次の通り： 
1. アドボカシー活動（擁護） 
2. 情報交換 
3. セキュリティ 
4. ISO17025 
5. ILP 
6. 会員増強; 

 JEMCAでは、JEMCA ILPに参加を希望する場合は

JEMCA認定にも参加すること要件とするモデルがある。

これはUILIの参考になる。. 
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6. 規約 資料D 

UILI のオランダ登記、フランス登記の歴史。責務。規約、ILAC ハード

ル： 戦略およびイベントのコース。 
60 年代に事務局をバルセロナに移転して以降、UILI は法的な登記がな

されてなかった。会長は、UILI のフランスでの法的地位を取り戻すた

め、法の専門家に相談する等努力した。残念ながら再登記はできなか

った。 
オランダの法律によると、オランダの銀行口座開設には、UILI を国内

に登記する必要がある。UILI のオランダ登記について、役員へ諮られ

た。 
UILI は限定された法人の枠内で協会として登記され、会長は個人とし

てその責任を負い、また課税されている。当登記には、協会の規約の

提出も伴う。 
よって、UILI は、オランダ民法に則った、新しい規約を用意する必要

ある。： 
1. ブエノスアイレス承認の規約に必要な修正を加えるのみ 
2. 新しい戦略を盛り込んだ、全く新しい規約を作成する 

会長は出席者へ、オランダ語版規約に目を通すよう促した。現時点で

規約はオランダ語であるが、基本的/戦略的な項目が決まれば翻訳する。 
基本的な課題： 

1. 会員の種別 
2. 目的 
3. 組織開設 

次の事柄が合意されている。： 
1. ３つの課題について合意する。 
2. 新文書案のセグメントを英語で配布する。 
3. 文書の詳細を議論する。 

 Asocolabの心配点： 
o フランス登記の喪失 
o 規約における会長の氏名の記載。会長は、会長と財務担当がオ

ランダ登記手続人であることを説明した。2名ともオランダで

の新登記に含まれ、両名は法律上、新協会の最初の職員となる。 
 リベイロ氏は、オランダ政府に対し協会の責任と納税の義務を負

うことについては、ヨーロッパ諸国においては一般的で、法律上

要求されることもあることを説明した。 
 会長は、総会の延期については通知済みで、前回総会にて合意

されたことを留意した。 
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2019年第2回役員会 
2019 年 10 月 25 日㈮09:00 - 12:30（2 日目） 

 
未回収の請求書についてメール交換を重ねており、会議再開前には、
今後行事への参加を続けるためには会議再開前に未払いの請求書を
支払うことを Asocolab 代表者へ要求した。本件について結論が出
ないため、会員資格の取り扱いについて財務担当に委ねることとし
た。 
会長は新たに参加したインド協会からのゲストを歓迎し、出席役員を

紹介した。次いで、前日の役員会やラボツアーの概要を伝えた。 
 

7. 財務報告 資料E・F 
2019 年財務報告が発表された。 
 未回収の債務 – 年会費 

2 年以上に渡る年会費の未回収が蓄積し、4,620EUR の貸倒金が

ある。 
 会長は、UILIの財務状況を懸念している。 

 2019年9月30日現在 損益計算書および貸借対照表 
2019 年 9 月 30 日現在、財務はまだ黒字である。今回会議の費

用がまだ反映されておらず、会長は、会議場費が高額で財務が

マイナスに傾くと予想している。更に、未払いの件を差し引か

なければならない。 
 2020～2022年予算案 

UILI の収入は十分に見えるが、予算には全会員からの年会費を含

めている。会費の支払いが複雑であることから、戦略を見直す必

要がある。ここで、会長から次の質問が挙げられた。： 
i. 我々はどこに焦点を当てるのか？ 
ii. どこへ代表者を参加させたいのか？ 

 
8. 試験所間比較試験 

 試験運営責任者（Program Manager） 
試験運営責任者を指名しないことが適切であると判断された。 

 第22回UILI-ILP 資料G 
粉体中（実際は底質）の微量物質の分析が案内された。当初参加

者はなく、最終的には参加したのは JEMCA 会員のみとなった。 
 2020～2022年ILP試験計画 

会長は、年 4 サンプルを受け取ることができる ILP 会員を提案

し、役員へ参加を求めた。AOIL はインドでの協力を申し出たが、

約束できるようになるには 1 年かかるとのこと。RELACRE と

の連携も可能性があるとのこと。 
 

9. ILAC 
 ILAC ステークホルダー委員会 
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10. 地域認定協会: 
地域認定協会は文書の配信が大変多く、重複するものが多い。会

長はその付加価値について疑問を投げかけた。ILAC はこれら関

係協会に、発展途上国における認定を推進することを求めている。 
役員は皆、これら外部会議へ参加できるようにしなければならず、

これは役員が判断する。 
 EA - EAへのUILI代表参加 
 IAAC - CALIBAの会員資格による 
 APAC – AOILがUILI代表としての参加に関心をもつ 
 AFRAC – SoTLANがUILIを代表して参加できる 
 ARAC – UILIはステークホルダー会員に勧誘されたが、UILI

がアラブ地域の会員をもつことが条件となる。ホセ・ルイ

ス・サンチェス氏が当局に連絡する。 
 

11. ISO 
報告事項なし。 
 ISO/CASCO - ISO CASCO 代表参加者からの報告 
 ISO/REMCO - SO REMCO 代表参加者からの報告 

 
12. 会員増強 

 CSIT Chinese Society for Inspecting and Testing, China（中

国国家品質監督検査検疫総局） 
入会に関心を示しているが、連絡が途絶えている。まだ関心を

持っているが、非現実的な期待かもしれない。：試験所建設の

ための ISO 標準。 
 RELABSA, グアテマラ 

http://relabsa.org.gt/ 
 ASOSEC, コロンビア 

https://asocec.org/ 
 ABRAC, ブラジル 

https://www.abrac-ac.org.br 
 VUP, ドイツ – UILIがドイツで会議を行うに当たり、会長は

VUPと連絡を取る必要があった。 
VUP は、UILI 会員であった GDC - Fachgruppe Freiberufliche 
Chemiker の後継組織。ラボツアーでは UEG を訪れ、Dr. 
Klaus Prade（クラウス・プラーダ博士）と、VUP の Mr. 
Anton Blöth（アントン・ブルー氏）と Mr. Sven Deeg（スウ

ェン・ディーク氏）に歓迎していただいた。 
会長は VUP 創設者であるプラーダ博士に、UILI への入会を

勧めた。 www.vup.de 
 

13. 協会会員および非協会会員から活動報告: 
 AELI 資料H 

オリバー・ロデス氏の欠席により、会長及びサンチェス氏が

AELI 活動報告「2018 年活動報告」を発表した。 

http://relabsa.org.gt/
https://asocec.org/
https://www.abrac-ac.org.br/
http://www.vup.de/
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 AOIL 資料I 
AOIL 事務局長 R・B・シンク氏が、2018 年 11 月 AOIL 活動報

告を発表した – 2019 年 10 月 
 ASOCOLAB 資料J 

2018 年 10 月 ASOCOLAB 管理報告– 2019 年 10 月 
 CALIBA 

CALIBA からの活動報告は提出されなかった。 
 CCIL 

CCIL からの活動報告は提出されなかった。 
 EUROLAB 資料K 

リベイロ氏は会議を欠席したため、EUROLAB 活動報告 – 2019
年 UILI 年会における活動報告は発表されなかった。 

 JEMCA 資料L 
松村博士は JEMCA からの活動報告を発表した。 

 RELACRE  
RELACRE からの活動報告は提出されなかった。 

 IPAN/SOTLAN 
オイディラン博士が Skype で会議に参加し、IPAN/SOTLAN の

活動報告を行った。 
 VRS 

ショルティス博士は VRS 活動報告を発表した。 
 

14. 今後の会議予定 
 2020年第1回 2020年4月16日(木)・17日(金)オランダ・ロッテル

ダム。総会―VRS設立110周年―LabMeeting 2020―オランダ基準

を設定 資料M 
総会および役員会は 4 月 16 日㈭開催、4/17㈮には講演会とガラ

ディナーを予定している。更には、ラボツアーも予定している。  
 2020 年第 2 回 2020 年 10 月 22 日(木)・23 日(金)カナダ・モン

トリオール 
会議やラボツアー開催の可能性についてギブ・マケンティ氏と協

議予定。 
 

15. その他（会長承認）。 
AOIL より、昼食後に、ゲスト Mr. Devi Saran Tewari（デヴィ・サラ

ン・テワリ氏）, Dr. Neeraj Jain（ニライ・ジャイナ博士）、および 
Mr. Jaspaul Kalra（ジャスポール・カラ氏） より自己紹介の時間が欲

しいとの申し出があった。 
 

16. 閉会 
アクションアイテム: 

 規約の承認 
 新文書の提案部分のセグメントを英語で配布 
 内容を議論する 
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 UILIの未払い請求書を把握する 
 ILPの活動計画を作成する 
 外部団体参加活動： 

 APACにおけるAOIL 
 ARACステークホルダー会員に入会するため、アラブ地

域団体の入会に係る調査 
 VUPの入会勧誘 

 カナダLabMeetingの可能性について話し合う 
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■写真 

 
【写真 1】UILI 役員会 

 
【写真 2】LABMEETING 2019 

 
【写真 3】LABMEETING 2019 
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【写真 4】ラボツアー（Chemisches und mikrobiologisches Institut UEG 社） 

 
【写真 5】ラボツアー（Chemisches und mikrobiologisches Institut UEG 社） 

 
【写真 6】ラボツアー（Chemisches und mikrobiologisches Institut UEG 社） 
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【写真 7】ILAC 試験所委員会（ＬＣ） 
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The members also discussed the EUROLAB internal communications strategy and the methods to enhance 
a closer communication with the members and the participation of the EUROLAB representatives in the 
members’ events organised at the national level. During the National Members’ Meeting, EUROLAB signed 
an MoU with AOAC Europe to enhance a closer and fruitful cooperation between the two organisations: 
exchange views and, wherever possible, achieve consensus positions on policy matters, coordinate position 
in international accreditation forums, participate to the organisations’ events and technical committees, en-
courage liaison between the members at national level, exchange best practices and relevant data, etc. 
 
The EUROLAB General Assembly and Annual Meetings 2019 took place in Prague, on 9 and 10 May 
2019 and were kindly hosted by EUROLAB-CZ.  
During the General Assembly, the EUROLAB Members raised and discussed several important topics:  

 The EUROLAB objectives, strategy and actions for 2019-2020;  
 EUROLAB membership enlargement 

- EUROLAB welcomes ASCOLAB as an International Affiliate member and looks forward to ex-
ploring future collaboration opportunities on joint issues of interest.  

 Cooperation with other stakeholders, amongst others: 
 Policy updates on various on-going legislative developments, including: Medical Devices, Environ-

ment, Cybersecurity, Food, Anti-Counterfeiting and Trade – as priority focus areas which EUROLAB 
is following.  

 EUROLAB communications strategy, including a new and more interactive approach of EUROLAB 
to its communications materials: new website, newsletter, presentations and the EUROLAB video 
presentation; 

 
The upcoming major EUROLAB events:  

 EUROLAB National Members Meeting 2019, Spain, 17-18 October 2019 Toledo, Spain, kindly host-
ed by EUROLAB-Spain. 

 EUROLAB General Assembly 2020 & Anniversary events, 6-8 May, Madeira, kindly hosted by 
RELACRE.  

 
ECVET-Lab Final Results 
The 30th of September 2018 marked the successful end of the European Project ECVET-LAB, after two 
years of duration. ECVET-LAB Project (Erasmus+) has as main aim to contribute to the implementation and 
validation of non-formal training on environmental best practices for environmental testing laboratory tech-
nicians. By applying methodologies and practices that conserve natural resources, it improves the re-
sources’ efficiency and protects those working in laboratories from chemical or biological risks. 
The Final Conference of the project took place in Brussels and was hosted by EUROLAB. The Conference 
was well attended by representatives from National Associations, Networks of laboratories and Head of 
Universities in several EU countries such as Austria, Turkey, Greece, Poland, Portugal, Italy, Belgium, Swit-
zerland, Netherland, Germany, Spain, France, Cyprus and Czech Republic.  Several laboratories contribut-
ed to the conference with their practices and experiences in the field. IPROMA(Spain), Nireas (Cyprus), and 
Çevre(Turkey), shared their daily environmental management systems. They all agreed that the project will 
be a useful tool both for the educational system and the private sector. During the Conference all the pro-
ject outputs were presented – they are available on the official ECVET-Lab Website: 
http://ecvetlab.projectsgallery.eu/en/2018/09/30/ecvet-lab-final-results/   
 
We would like to thank UILI for the good cooperation during the past years.  
 
EUROLAB represents and voices the opinion of measurement, testing and analytical laboratories regarding 
economic, political and technical issues having a direct impact on laboratories' activities both on the Euro-
pean scene and worldwide. 
 
For further information please contact the EUROLAB Secretariat, Rue du Commerce 20/22, B-1000 
Brussels, Phone: +32 2 511 50 65, E-mail: info@eurolab.org   
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Thank you for your attention!
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UILI LabMeeting:  
Independent Testing in 
Germany
Anton Blöth, Sven Deeg
German Independent Laboratories Association 
(VUP e.V)

Frankfurt, October 25th, 2019

Outline

1. Independent Testing in Germany: Our role and market

2. German Independent Laboratories Association (VUPe.V.)

3. Topics and Challenges

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

2

資料S
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1. Independent Testing in  
Germany: Our role and  
market

German quality infrastructure

Source: Federal Ministry for Economic Affairs and Energy (BMWi); www.bmwi.de

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

242





4

Independent Testing and Calibration

□Independent !?
□ third party (i.e. ISO/IEC 17000: “conformity assessment activity that is performed by a person  

or body that is independent of the person or organization that provides the object, and of user  
interests in that object”)

□Impartiality !?
□ ISO/IEC 17025 Conformity assessment bodies – Testing and calibration laboratories:  

“Laboratory activities shall be undertaken impartially and structured and managed so as to  
safeguard impartiality (presence of objectivity).”

□VUP e.V. (statute):
□ Companies whose ownership s ta tus a nd their economic activities are not significantly  

inf luenced by public authorit ies are to be regarded a s independent.

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

VUP-Market Report: Private Testing and Calibration  
in Germany (2017)

private & independent

Laboratories
in Germany (2017)

• Laboratories*1.680

• Turnover**3.4 bio. €

• employees34.600

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

8

* private (independent) laboratory (business field: analytic services only; without public and “inhouse” labs)
** without clinical/medical analytics: 2.0 bio. €
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VUP Market Report (2017) in Detail

24%

5%

4%

12%
24%

23%

8%

German private Lab industry: laboratories in  
market se gme n t s

Total: 1.682

Environmental Analytics

C o n s umer  Protection & Fo o d  Analytics  

Material Analytics

Medical & Pharmaceutical Analytics  

Calibration

© VUP - Market Report 2017

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

9

8%

2%

42%

9%

19%

6%
14%

German private Lab industry: turnover in market segments

Total: 3.415 Mio.€

VUP Market Report (2017) in Detail

© VUP - Market Report 2017

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

10
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VUP Market Report (2017) in Detail

© VUP - Market Report 2017

15%

9%

3%

7%

35%

24%

7%

German private Lab industry: emplo yees in market segme nt s

Total: 34.643

30,7% • Academic

66,7% • Non Academic

2,6% • Apprentice

• female53,8%

• male46,2%

Environmental Analytics

C o n s umer  Protection & Fo o d  Analytics  

Material Analytics

Medical & Pharmaceutical Analytics  

Calibration

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

11

2. German Independent  
Laboratories Association  
(VUP e.V.)
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German Independent Laboratories Associat ion (VUP e.V.)

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

13

□ established December 1993 as  an association of independent, private  
testing laboratories

+630 members offering testing and analytic services for five market  
sectors

□ Speaker of board (president): Arthur Hofmann, AIRAnalytik

□ Managing Directors: Anton Blöth (Spokesperson); Sven Deeg (Market&Members)

□ VUP-offices in Giessen and Berlin

German Independent Laboratories Association(VUP e.V.)
Our Aim

§ 2 Aim (VUPstatute)
VUP is the associat ion of independent private  
laboratory compan ies  operating in Germany and  
carrying out tests and measurements for their  
customers in the interest of product safety and quality  
as  well as  environmental, health and consumer  
protection.

Our aim is to promote quality, competence,   
sustainability and economic s u c c es s a s well a s the  
recognition of the compan ies  and  en trepreneurs  
working in the laboratory industry.

§4: Basic requirements for membership:

- are independent

- have an externally audited quality
management system (for example
accreditation)

- operating in Germany

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

14
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German Independent Laboratories Association(VUP e.V.)
Milestones and Development

VUP
e s ta blishe d  
1993/1994

2000 2010

Pharmaceutica l  
Laboratories

Ca libra tion  
Sector

Medical devices

2015

first office first “Jahres-

in Gießen tagung” (annual members benefit market orientated office

conference) in program sector committees in Berlin

Münster

pr ices &fair  
compet it ion

harmonized  
requirement s  
for laborator ies

Quality manageme nt   
& accredit at ion  
(2010: DAkkS)

main topics

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

15

market segments
Environmental Analytics  
Consumer Protection & Food  
Material Analytics

organizational aspects

VUP-Members & their marke t s 2016 2017 2018

Environmental Analytics 284 286 286

Consumer Protection & Food Analytics 322 321 325

Material Analytics 303 312 313

Medical & Pharmaceutica l Analytics 161 179 179

Calibration 50 55 46

□20

German Independent Laboratories Association(VUP e.V.)
Members h ip

Membership-Level (31.12.2018):

ordinary members
(„headquarters“)

group members
190 (187)

(„branches“) 422 (442)

supporting members 21 (23)

total 633 (652)

(): Year 2017

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

16
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German Independent Laboratories Association(VUP e.V.)
Our Tasks

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

17

□ Advocacy (Federal, States, Europe)
o Legislation, Norms, Quality Protection Systems

o Competency Assessment , Notification

o „Harmonisation“ within the federal system

□ Information and communication
o Scientifically, technical and legal issues

o Cooperation with professional associations

o News

□ Promotion of the industry
o Representing members‘ economic interests

o Observing and evaluating market competition

o Combating unfair market competition

□ Trainings and workshops
□ Services

German Independent Laboratories Association(VUP e.V.)
Our Tasks in detail (Business Report 2018)

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.

18

□ Lobbying a n d information
□ 32 internal hearings and several comments on laws, regulations and accreditation  

rules

□ 204 Industry/Sector Information releases

□ > 10 press releases in specialized media

□Participation in committees
□ 320 VUP-representatives in 188 external committees

□ 17 meetings of VUP-committees

□ Members services
□ 123 customer requests placements with 394 applicants

□ 1 comparative measurement with 4 participants

□ Members benefit programme (pay-out: ~ 165.000 €)
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3. Topics and  
challenges

German Independent Laboratories Association(VUP e.V.)
Current topics and chal lenges for the future

20

□ Private TIC-Sector in general
□ Defending quality infrastructure created in the EU and Germany (“new approach”: State: quality assurance  

through accreditation, private: undertaking conformity assessment services)

□ (economic) Framework for the laboratory industry
□ skilled workers
□ digitalization / Lab 4.0
□ sampling & testing

□ Quality managemen t  and accreditation
□ future of German accreditation system

□ requirements for accreditation and notification

□ operational matters of DAkkS:
□ Complexity and costs of accreditation

Assessment scope und detail level, level of charges/fees, cost transparency and predictability

□ Proceeding duration
Increase of bureaucratic procedures, „academic approach“, assessment planning

□ Special consumer, health protection and environmental i s su es
□ Legionella in drinking or industrial waters
□ Microplastics
□ Medical devices testing

Unser Ergebnis ist Ihr Erfolg.
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Overview of Chinese Measurement Business in 2018

Toru MATSUMURA, Dr. Sci.
President of Japan Environmental Measurement 
and Chemical Analysis Association (JEMCA)

Huge industry (Market) of technology.

National (International) core business (Standard of things, Ruler, transaction, 
quality certification).

Essential (Rapid Growth) in middle countries, has a great 
potential in developing countries.

In the near future, will become international 
transaction(borderless business), and who controls(makes) wins.

The product is intangible(something to be guaranteed(laboratory accreditation,
personal authentication, proficiency testing) is required.)

Peripheral business fleet can be formed (equipment, consumables, 
reagents, facilities, laboratory accreditation, reference materials, proficiency testing)

Many cases are not just pure routines(e.g. consultation required case)

Characteristic of Measurement Business
Keywords

資料T
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Laboratory accreditation (collaboration with accreditation bodies, ISO 
CASCO(Conformity Assessment Committee) ).

Proficiency Testing（JEMCA’s PT, SELF）.

Reference Material (PT sample, ISO REMCO(Committee on Reference 

Materials)）.

Personal qualification（Environmental Measurer(e-learning)、Professional 
Engineer(Environment)、Chemical Environment Measurer）.

Collaboration with hardware（Manufacture Supporting Member）.

Standards・Analysis methods（JIS,Official method,ISO） Helium 
Alternative Gas Study Group.

Global information（Overseas situation,ISO, ILAC, OECC） International 
Committee.

Collaboration with exchanging membership from other association.

Transmitting information to clients （Promoting advantage of JEMCA 
membership）

JEMCA’s Actions
Keywords

Chinese ver.： 1,200 €
English ver.： 7,000 €

・・・・・・・
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Global market size by region(2017)
(Profit of 144.49 billion €)

North America
€ 46.38 billion

32.1%
Asia

€ 36.41 billion
25.2%

Others
€ 18.06 billion

12.5%

Europe
€ 43.64 billion

30.2%

Amount: 4% increase 
from 2010

Reference for a sense of scale  ( as of 2018)
-Alphabet(Google) : Approx. 125 billon €
-Amazon： Approx. 165 billion €
-Toyota Motor Corporation : Approx. 245 billion €

Worldwide measurement business sales 
scale from 2010 to 2018

Other data
2020 forecast

approx.. 198 billion€

Market scale
(billon 

Chinese yuan, 
about 12 
million €)

Growth rate
(%)

・ Average annual growth rate over the past 10 years: about 10% / year
・ The growth rate of the world's best 10 laboratory is also about 10% / year

Approx. 134 billion €
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China：58 billion €
Europe：48 billion €
The United States：33 48 
billion € 

Chinese media comments
The Key points are

・Response to large market size
・Participation in international certification systems

Chinese media comments
The Key points are

・Response to large market size
・Participation in international certification systems

China,  59 billion€, 29.5%

Europe, 40 billion €, 20.0%
The United 
States, 34 
billion €, 
17.0%

Others, 67 billion €, 33.5%

2020 Global Measurement Business Sales 
Scale Forecast

2010-2018 China Measurement
Business Sales Scale

Approx. 37 billion €
Market scale

(billon Chinese 
yuan, about 12 

million €)

Growth rate
(%)

Chinese media comments
・ Market expansion by improving national life
・ Technology development speed was fast
・ Hardware introduction / upgrade was early
・ Deregulation of private business and government support (preferential policies, tax 

exemption, patents)
・ Quality improvement by strict government supervision (CMA (measurement 

certification), CNAS (17025), on-site inspection) 
・ Relatively successful in dealing with international division of labor

Growth rate over the past 5 
years: 14.98%
Expected to be about 8% 
over the next few years
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Number of laboratories and employees

Laboratory 
number

Growth rate
(%)

Number of 
employees 
(10 thousand 
people)

Number of laboratories Number of employees

Approximately 3,000 laboratories increased from 2017 Approximately 1.2 million people

Growth rate
(%)

Number of laboratories by region

East China
27%

North China
14%

South 
Central China

22%

Southwest 
China 
11%

Northwest 
China

8%

Northeast 
China
18%

・ The number is relatively large even in the development areas such as the Beijing 
metropolitan area, but it is distributed relatively uniformly.

255



6

Overview of laboratories in China

Number of laboratories

Total profit

Number of registered 
devices

Number of 
reports issued

Number of employees

Sales / Employee

Equipment assets

Sales / Laboratory

Approx. 3.5 million € Approx. 30 thousand €

Approx. 4 million €

Approx. 902 thousand €

On average, about 30 people / laboratory

million

Government 
agencies / 
universities
27.68%

Corporate 
laboratory
65.87%

Government 
agencies / 
universities

Corporate laboratory

Percentage of government / university laboratories in total

Percentage of private laboratories in total

In some case, the government is in the capital.

2018
Less than 30%
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Number of laboratories Sales

Large-size laboratories
76.5%

Large-size laboratories
76.5%

Others
33.5%

Others
33.5%

Others
76.5%

Others
76.5%

Large-size laboratories
12.8%

Large-size laboratories
12.8%

Number of large-size laboratories (sales of over 125 thousand €)

and sales overview

Ratio of large 
laboratories (number)

Sales ratio of 
large-size 

laboratories

Large laboratory
Sales average

Approx. 5.5 million €

Large laboratory
Sales average

Approx. 5.5 million €

Of all laboratories
Sales average

Approx. 941 thousand €

Of all laboratories
Sales average

Approx. 941 thousand €

Of all 
laboratories

Sales average / 
person Approx. 
31 thousand €

Of all 
laboratories

Sales average / 
person Approx. 
31 thousand €

Sales Sales / staff

Number of large-size laboratories (sales of over 125 thousand €) 

and sales overview

Large laboratory
Sales average / person
Approx. 61 thousand €

Large laboratory
Sales average / person
Approx. 61 thousand €
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Number of large-size labs Total sales of large-size labs Number of listed companies

Approx. 28 billion €

Number of labs
of sales over 66 

million €

37
10 increased 
from 2017

Number of labs
of sales over 13 

million €

354
60 increased 
from 2017

Number of labs
of sales over 6 

million €

899
158 increased 

from 2017

Changes in the number of private 
laboratories

Total sales of private laboratories

Compared to 
2017

Of private laboratories
Percentage of all laboratories (%)

Number of private laboratories

Number of private laboratories 
(excluding corporate units from state-owned) and sales summary

Approx. 12 billion €
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Number of foreign 
laboratories staffTotal sales of foreign laboratories

Number of foreign laboratories

Outline of foreign capital laboratory
(foreign capital ratio 50% or more)

Aprrox. 2.6 billion €

・ There are more foreign laboratories than expected.
・ The number of laboratories is increasing (new entry) though, overall sales 
are not growing.
・ The number of employees is decreasing.

Aprrox. 36,700 staffs

Overview of Highly Qualified Laboratory

Number of 
accredited labs

Sales Approx. 9.6 billion €

Accredited 
laboratory rate

Growth 
rate

R & D expenses

Approx. 2.1 billion €

Number of R & D items

・ Significant increase in sales in highly qualified laboratories 
(advantage)

・ Laboratory ranking (effective for promoting the quality )

31,627 titles
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State Council decision on the development and development of strategic 
emerging industries. Laboratory business: National strategic emerging 
industries

Internet/intelligent to improve test supply levels.

(National data aggregation system, digital data, field data acquisition, and so on.)

Formation of the Chinese flagship team.
(Joint with peripheral technology, hardware, CRM, PT, reagent, laboratory 
accreditation, and so on.)

China weighing quality branding (quality control including on-site inspection). 
Laboratory ranking (objective base of highly qualified laboratories, global 
promotion)

Training specialized and large-size quality inspection institutions for 
specific field categories.
The 13th of Five-Year Plan for the Development of Quality Supervision, 
Inspection and Quarantine.
New goals for scientific development of the quality inspection industry.
(Quality Supervision Inspection and Quarantine General Administration)

Comments on the China measurement business by the 
Chinese government and the media

Issues to be addressed by China

What to do with small-size dispersion of laboratories?
96.33% of laboratories with less than 100 employees.

Many laboratories are region-dependent (for example, specialized in state 
and city operations).
Not all on-site inspections is implemented.
What are the measures to improve quality (branding)?

Private laboratories is in lack of capability on technical innovation.
(Example: National inspection institute 48,511 patents, average of private 
laboratories: 1.3 patents)
How to gain international competitiveness?

Comments on the China measurement business by the 
Chinese government and the media

260



1

Independent Testing In Inspection 
and Certification

Role of Laboratory Accreditation in 
Professional Business Growth

R. B. Singh

Secretary General

Association of Indian Laboratories-AOIL

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany

Presentation Structure

 AOIL-Banyan Tree of Indian Labs
 Introduction to the Topic of Today
 Concept of Independent Testing
 Need of Inspection and Certification
 Laboratory Accreditation

Phenomenon

 Professional Business Growth
 Role of Laboratory Accreditation
 Accreditation and ILAC MRA with ABs
 CABs Contribution to Technology and

Economy

 Conclusions
 References and further Readings
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AOIL-Banyan Tree of Indian Labs

 The AOIL Banyan tree was established in 2015 by a nucleus strong committee of twenty Indian
lab professionals from four lab groups, Testing, Calibration, Medical and GLP-Toxicology. AOIL 
obtained UILI membership in 2016 and joined UILI Executive Board in 2017.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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AOIL-Banyan Tree of Indian Labs

 Over the period AOIL has grown up as an organisation of Indian Labs spread in all states of the
country and has created recognised platform with authority, for the laboratories to interact and
integrate with accreditation bodies, regulators and govt. in formulation and implementation of
policies and procedures for research, technical, professional laboratory, inspection and
certification business and consultancy.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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AOIL-Banyan Tree of Indian Labs

 Since Oct, 2015, AOIL has been regularly and actively participating in IAF-ILAC mid-term and
annual meetings and participated in IC, AIC, ARC & LC meetings. AOIL has privilege of working
group membership of WG3, WG4 and VIM  Sub-Committees through LC membership.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany

4

Introduction to the Topic of Today

 It was during the last Skype meeting of UILI Executive Board on 17th July, AOIL was
offered an opportunity for a presentation in the 2019 UILI Lab Meeting on 25th Oct,
2019 at Frankfurt, Germany.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Introduction to the Topic of Today

 We from AOIL proposed to the UILI President  Dr. Lucs, the topic of our choice and the
preference of the Indian laboratories - “Independent Testing In Inspection and Certification, Role
of Laboratory Accreditation in Professional Business Growth “.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Introduction to the Topic of Today

 In India Laboratory the quantum of accreditation services proliferation can be best described as
at cosmetic stage, compared to Europe, Canada, USA and few other economies. We have a long
way to tread in terms of providing accreditation services to the deserving thousands of Indian
labs.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Concept of Independent Testing Labs

 With the opening of Indian economy to the private and independent entrepreneurs in 1990, the
independent lab services have been established in India in almost all major cities across the
country by the experience & expert lab professionals.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Concept of Independent Testing Labs

 The global inspection agencies including SGS, Intertek, Bureau Veritas and TUV have landed in
India with multi-locational labs for inspection and certification of import & export commodities
and project management services.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Concept of Independent Testing Labs

 The independent testing is a third party testing that establishes an acceptance criteria based on
concept of independent testing agency, experience & expertise, professional integrity,
proficiency, recognition and approval accreditation form the regulators (in India BIS, FSSAI &
CPCB etc.) also as mandatory requirement of conformance in many of the products  and
materials.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Need of Inspection & Certification

 The quality of a product procured is the main concern of a customer. As we know, the quality is
totality of features and characteristics of the product, is mainly result of specialised process
applied and evaluations by experts in the technology and science of production and extraction of
materials.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Need of Inspection & Certification

 On behalf of customer, the inspection and certification bodies provide the quality linked
documentary evidences, based on testing, inspection and peer evaluation-review of
manufactured materials and products.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Need of Inspection & Certification
 Nationally and globally, the system of inspection and certification, eases out the cumbersome

processes and procedures required for selection and acceptance of materials. Inspection and
certification, are the resultant product of professional laboratory services.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Laboratory Accreditation Phenomenon

 Before 1985, the concept of laboratory accreditation was limited to certain industrial and
research activities related to railways, defence and aerospace. The Indian Government building
construction and maintenance agency- CPWD has a system of CPWD Specs and Scheme of lab
approvals based on BIS standards akin to Quality Marking Scheme of State Governments for few
established independent labs.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Laboratory Accreditation Phenomenon

 After the GUTT, Geneva, July 1986, the impetus of Government of India being a GUTT signatory,
was to bring the exiting national lab facilities under an accreditation scheme- the then
established NCTCF, which later on christened as NABL under Department of Science &
Technology and in 2016 transferred to QCI Board as registered society and national AB with ILAC
MRA having HQ at Gurugram, near country’s capital New Delhi.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Laboratory Accreditation Phenomenon

 Since 2005 onwards the lab accreditation programme has spread in a big way throughout the
major world economies, with many countries having multiple accreditation bodies-ABs to cater
the labs-CABs in their territories of cross border services. In India we have two established
national ABs- NABL and FDAS, both operating from HQs at Gurugram near country’s capital - New
Delhi.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Professional Business Growth

 Laboratory services are not a pure business entrepreneurial activity in concept and operational
systems, also certainly it is not conventional trade of services. The lab services are established,
developed, and managed by qualified, experienced and expert professionals in their fields of
testing, calibration, medical, GLP and toxicology.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Professional Business Growth

 The growth factors in laboratory business are driven primarily by the economics, location,
specialisation followed by the accreditation (regulators requirement for organised business)
credibility, reliability, integrity, excellence, uniqueness and turn-around-time. Within country
the reputation of a lab plays major role in the quantum of business and proliferation of services.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Professional Business Growth

 In order to have sustainable growth rate, the labs need to have accreditation as third party
assurance of capability and competency for the services offered, as in the scope of
accreditation. An effective implementation of accreditation system in the lab provides critical
ecosystem for improvement, minimising the risk of failures and available opportunities through
mandatory audit, review and feedback systems.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Role of Laboratory Accreditation

 To have unrestricted acceptance of cross border exchange of goods and services with respect to
their quality and suitability, country needs a well placed and effectively implemented,
affordable laboratory accreditation system operating in accordance with ISO 17011 and having
active ILAC MRA. This is global minimum requirement for international business.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Role of Laboratory Accreditation

 Due to its merits and international acceptance, many countries world over have adopted lab
accreditation as primary criteria for recognition, approval and enlisting of lab services for
regulators and customers. Government and organised sector labs are few, comparing to the
needs of a country, therefore independent accredited labs are filling the gaps and offering
double benefits of a technical occupation and critical lab services.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Role of Laboratory Accreditation

 Accreditation provides the labs a tool to enhance the customer’s confidence in first interaction
to avail the lab services, which are covered in accredited scope. To the lab management
accreditation provides an assurance of production of correct, reliable and valid test results,
useful for retaining the customer base, lab technologists and achievable growth in lab services.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Accreditation and ILAC MRA with ABs

 An accredited CAB must have accreditation from an AB having active MRA signed with ILAC for
cross border acceptance of test reports from accredited CABs. Now ILAC MRA has acquired
mandatory requirement status  among customers and  government regulators for ISO/IEC 17025
and ISO/IEC 15189 accreditation obtained from an AB operating as per ISO/IEC 17011.
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Accreditation and ILAC MRA with ABs

 Lab accreditation has now become almost mandatory requirement for an independent third
party lab to get business from telescopic customers and cross border services to other
economies, apart from being exclusive necessity for export-import trade and business among
economies.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Accreditation and ILAC MRA with ABs

 ILAC MRA provides the AB an universal acceptance and recognition based on periodical peer
evaluation by team from APAC/ILAC, this also ensures building of confidence in CABs for the
accreditation services provided by the national and international ABs.
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CABs Contribution to Technology & Economy

 CABs services are major material properties inputs to the design of new projects, evaluations of
materials for production and consumption is the critical services provided by the labs. Services
provided by the testing and calibration labs as per ISO/IEC 17025 are vital to the function and
growth of small and medium enterprises.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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CABs Contribution to Technology & Economy

 Medical and GLP labs including toxicology testing provide services as per ISO/IEC 15189 & OECD
guidelines are catering to the social and national needs for healthcare and medicine
manufacturing. The spread of medical labs has so well penetrated up to the sub-district level
and their number goes in more than tens of thousands in each state.
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CABs Contribution to Technology & Economy

 The services of labs acts as effective and potential tool in the hands of common public to
evaluate and challenge the quality of environment, services and products being traded in the
country. When the lab has accreditation from an AB having ILAC MRA, its test reports carry
significant inbuilt authority to be accepted for material acceptance, rejection and legal actions.
The economic activities, supply chain management and CAB services are interdependent for
sustained growth and mutual development.

2019 IAF-ILAC Annual Meetings  UILI Lab Meeting    25th October, 2019    Frankfurt, Germany
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Conclusions

 The role of accreditation in growth of the professional lab business is basic and catalytic to the
labs as of providing legally acceptable identity of the competent and capable agency to the
designated task of providing lab services. The legal identity of the lab coupled with
accreditation, make the labs services globally acceptable, and opens up the opportunity to
extended services to the world economies.
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Conclusions

 The trade and commerce among world economies, has been checked, regulated and monitored
based on the inspection and certification services provided by the recognised agencies, which in
turn are integrated with independent third party accredited labs, and in few isolated cases in-
house accredited lab facilities of the certification bodies and technical consultants.
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Conclusions

 To sum up, it is well accepted worldwide that lab accreditation facilitates the cross border trade
and commerce, reduces the retesting time and money, develops customer confidence, offers an
effective tools to government regulators and law makers, and provides a sound universal
management system to the lab professional and entrepreneurs.
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References and Further Readings

 ISO/IEC 17025:2017

 General Requirements for the Competence of Testing and Calibration Laboratories.

 ISO/IEC 15189:2012

 Medical laboratories- Requirements for quality and competence.

 ISO/IEC 17011:2017

 Conformity Assessment- Requirements for accreditation bodiesd accrediting conformity
assessment bodies.
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THANK YOU

Thanks for your kind attention and the patient hearing. 
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